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発行部数７３４部 

■  社長 のブログ引 っ越 しま し た  ■  
h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / b l o g / 

毎
月
参
加
し
て
い
る
藤
屋
伸
二

の
創
客
塾
の
塾
生
仲
間
が
本
を
出

版
さ
れ
た
の
で
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。 

「
ち
ょ
っ
と
だ
け
勇
気
を
出
し

て
言
葉
の
種
ま
き
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
か
ら

始
ま
り
ま
す
。 

「
言
葉
の
種
ま
き
」
と
は
、
ひ

と
言
を
添
え
る
だ
け
で
、
相
手
と

の
会
話
が
驚
く
ほ
ど
良
好
に
な
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
魔
法
、

と
あ
る
通
り
「
ひ
と
言
」
が
あ
る

か
な
い
か
で
相
手
と
の
距
離
が
全

く
違
っ
て
き
ま
す
よ
ね
。 

私
も
そ
れ
は
実
感
し
ま
す
。
で

は
、
ど
う
実
践
す
る
か
？ 

そ
の

具
体
的
な
方
法
が
例
を
挙
げ
て
書

い
て
あ
り
ま
す
。 

ち
ゃ
ん
と
自
分
が
で
き
て
い
た

こ
と
、
そ
う
そ
う
と
納
得
い
く
こ

と
、
な
る
ほ
ど
！
と
気
付

か
さ
れ
る
こ
と
、
ダ
メ
な

や
り
方
、
同
じ
状
況
な
ら

言
葉
は
こ
う
使
う
、
な
ど

な
ど
す
ご
く
わ
か
り
や

す
く
、
す
ぐ
に
で
き
そ
う

で
す
。 

「
面
倒
く
さ
が
ら

ず
、
少
し
だ
け
言
葉
を
か

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ

れ
が
積
み
重
な
り
、
や
が

て
花
が
咲
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。」
こ
の
一
文
に

背
中
を
押
さ
れ
る
気
が

し
ま
す
。 

雑
談
力
が
ア
ッ
プ
す
る
「
ひ
と
言
」
の
魔
法 

水
橋 

史
希
子 

 

くらすっ 

ごちゃ 

こわる・こわー 

昨日は、石ばみゃんくらせたけん 
（昨日は、石をたくさん叩いたから） 

ごちゃのこわってしもうた～ 

（体が筋肉痛になってしまった） 

vol.８ 

例 

Ｙｏｕｔｕｂｅ 渕野陶磁器原料 

■Ｙｏｕｔｕｂｅ動画あります！■ 

ぜひチャンネル登録お願いします！ 

＊新商品 追加しました！＊ 

【陶土屋さん】ホームページをチェック！！ 
h t t p : / / w w w . f r o m f o r m . j p / 

訳：叩く・殴る 

訳：体 

訳：筋肉痛 

普
通
な
ら
、
ほ
と
ん
ど

コ
ワ
ら
な
い
か
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
下
手
っ

ぴ
で
、
頻
繁
に
し
て
い

な
い
の
で
コ
ワ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す(

汗)
 

２ケタ突入 ＼(^O^)／ 

有田にはニューセラミックス研究会というのがあります。

現在の会員数は、36 団体 46 名。当社もその会員です。 

この有田ニューセラミックス研究会は、昭和 57 年に①業

務用・家庭用食器、②美術工芸品に次ぐ、有田の産業の第三

の柱としてファインセラミックス分野を育てるために設立

されました。 

現在の会長は共立エレックス㈱の会長、副会長は２名で㈱

香蘭社の社長と佐賀県窯業技術センターの所長です。 

従来の陶磁器の延長線上ではなく、新しい産業分野として

捉えるべきであるとの考え方から、当初は勉強会からスター

トしました。その後は新しいセラミックス素材や陶磁器製品

などの開発を行ったり、有田の企業のレベルアップを図るべ

くセラミックスから経営に至るまでさまざまな分野の講師

をお招きしての講演会を開催したりしてきました。 

私もこの会の活動に共感し、参加しています。企画の段階

から呼ばれることもあり、打ち合わせに出席することもあり

ます。中心となって活動されている会員さんたちの高い知識

や交流の幅広さには圧倒されます。そういった準備過程も含

めて、私にとっては非常に勉強になる場です。自分もそこに

少しでも近づけるよう努力しなければなりません。 

今年は、有田ニューセラミックス研究会の会員が、佐賀

大学の研究室を見学にお邪魔いたしました。 

訪問当日、研究室見学会に先立ち、有田ニューセラミッ

クス研究会西山会長・一ノ瀬副会長以下６名にて、佐賀大

地元ではそのような活動がある中、佐

賀大学にアドバンスト・ポーセリン研究

所が設立され、これまでなかった有田地

域産業との接点となる組織ができまし

た。有田地域側の窓口となっているのが

有田ニューセラミックス研究会です。 

昨年、佐賀大学アドバンスト・ポーセリ

ン研究所の先生方が有田地域の企業の見

学にお見えになり、その中の一社として

当社にもお越しいただきました。 

この作業の様子は Youtube にＵＰしてます。 

https://youtu.be/OcOv3Dv6tv4 C h e c k 

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が 

く
れ
ぐ
れ
も 

ご
自
愛
く
だ
さ
い 

学学長への表敬訪問をさせ

ていただきました。写真は

そのときの様子です。 

有田に対する学長の思い

や、学長ご自身が医療分野

で携わってこられた人工関

節におけるセラミックスと

の関わりなどのお話を伺い、佐賀大学アドバンスト・ポー

セリン研究所に対する期待をひしひしと感じた次第です。 

その後の見学会には 22 名が参加し、半日かけて７つの

研究室をご紹介いただきました。 

久しぶりに訪れるセラミックスの研究の最前線。その現

場に触れて湧いてくる高揚感。 

結果を求められる重圧感はあるのでしょうが、整った環

境での研究開発は羨ましいかぎりでした。 

佐賀大学では昭和 54 年以来約 35 年間、やきものから

ファインセラミックスにわたる教育研究を実施されてお

り、学内にアドバンスト・ポーセリン研究所が設立された

ことによって、今後は新

手法・新技術を取り入れ

た機能性磁器の開発を地

場産業と共に行うことに

なるとのことです。 

企画いただいた佐賀大

学渡教授に感謝するとと

もに、大いに期待すると

ころです。 ↑ 佛淵学長を囲んで記念撮影 

さ が べ ん ★初★ 
コラボ 

コーナー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃりんこミホの見ている風景 
http://ameblo.jp/toudoyasan-jarinko/ 

更新  

今年宙組トップスターになった朝夏まなとさんは佐賀県出身！

今度は宙組公演も観てみたいです！  吉村美穂 

編 集 後 記  

有限会社 渕野陶磁器原料 
〒 ８４９-１４２６ 
佐賀県嬉野市塩田町大字五町田乙２８７-１ 

info@fromform.jp 
http://www.fromform.jp 
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コ
ー
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第
10
話 

このニュースレターは、これまでご注文いただいた方、サンプルをお送りしました方、名刺交換をさせていただいた方など、ご縁がありましたみなさまにお送りしております。
必要ない方は、たいへんお手数ですがその旨を下記までご連絡ください。 

 その１０ 

会
長
さ
ん
の
昔
話 

人生初の宝塚公演を観に北九州へ行ってきました！ 

私を誘ってくれたのは、小中同級生のサオ

リ。彼女は宝塚の公演やイベント事がある度

に、兵庫だろうが東京だろうが、スッ飛んで

行くほどのヅカオタ（宝塚オタク）。これでも

愛が足りないと言うのでビックリです。 

公演の前日、『１３：００に小倉駅集合』と約

束しました。 

 ところが当日の朝、何度サオリに連絡して

も応答なし。もしかして… 

嫌な予感がしつつも、待ち合わせ場所に

着きました。しかし、約束の時間が来てもサオリの姿は見当たりま

せん。 

電話をかけても留守電、ＬＩＮＥは既読すらつかない。もしかし

て・・・寝てる！？ 

あー!!! そういえば…休日のサオリは夕方まで起きないんだっ

た…(泣) 

その後、とれる手段のすべてを使って何度連絡しても、やっぱり

返事は無い。 

 開演時間は１８時。サオリが今住んでいる広島を、１６時には出

なきゃ間に合わない！ 

とうとうタイムリミットの１６時。諦めかけた、その時・・・ 

（ピロン）ケータイが鳴りました。急いで開く

と、サオリからのＬＩＮＥ。内容は・・・『ピヨ。』 と

いうスタンプと、寝坊をして今新幹線に乗った

ということだった。 

 開演時間３０分前。駅の改札前で、眉間にしわを寄せて立ってい

た私に、おそるおそる近づいてきたのはサオリ。彼女の顔を見たと

き、ずっと我慢していた怒りが爆発しました。 

 私「今何時て思っとーとや！こんのフーケ

モンが！！」（※1） 

 サオリ「まじごめん。これ広島土産。」 

 私「ありがと。って…こがんことすっぎ、もう 

やけえんじゃっか！！」（※2） 

 美味しそうなお土産により、一瞬にして怒

りの炎は消火されました。（単純） 

娘役の宝塚メイクを 
やってみたらしい 

※ 

サ
オ
リ 

で
す 

 そして、急いで会場に向かい、なんとか 

１８時の開演に間に合いました。 

 後でなぜ寝坊したのか聞くと、前日の夜、

カラオケで宝塚の曲を熱唱していたらしい。

それも朝方の３時まで・・・。 

私の中に再び怒りの炎が舞い上がった。 

吉村 美穂 

● お ま け ● 

今回鑑賞したのは、☆星組公演☆の 
『大海賊』 ­復讐のカリブ海­（ミュージカル） 
『Amour それは･･･』（レビュー） 
というものでした。 

お芝居や歌、立ち振る舞いにとても魅了されまし
た！ 

これを『美しい』というのか、と理解したと同時
に、自分が同じ女だということが恥ずかしくなりま
した。 

男役の方々は、男性より男らしくてカッコよく
て・・・ついやってしまう、イケメン探し(*^^*)照 

なんか私、ヅカオタ予備軍になった気がします。 

こ
ん
な
感
じ
の 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
。 

ふ
ざ
け
す
ぎ
や
ん
！ 

← 今 度 こ そ 感 想 で す ( ^ _ ^ ; ) 

ス
タ
ン
パ
ー
（
 キ
ネ

と
ウ
ス
）
の
キ
ネ
は
鉄
製

で
、
ウ
ス
は
す
り
鉢
状
に

え
ぐ
れ
た
地
面
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
固
め
た
も

の
で
す
。
 

こ
の
ウ
ス
に
あ
ふ
れ

る
く
ら
い
の
石
を
入
れ

て
砕
く
の
で
、
キ
ネ
で
搗

く
た
び
出
来
る
粉
が
ウ

ス
を
は
み
出
し
、
外
へ
広

が
っ
て
い
き
ま
す
。
広
が

っ
た
陶
石
を
２
時
間
お

き
に
真
ん
中
に
寄
せ
る

作
業
を
「
 は
わ
き
込
む
」

と
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
こ

の
作
業
に
は
毎
日
た
く

さ
ん
の
人
手
が
必
要
で

し
た
。
そ
こ
で
昭
和
55

年
、
こ
の
地
域
で
初
め
て

は
わ
き
込
む
作
業
の
機

械
化
に
取
り
組
ん
だ
の

で
す
。
 

ま
ず
は
全
ス
タ
ン
パ

ー
の
３
分
の
１
に
導
入
。

お
願
い
し
た
の
は
福
岡

の
東
邦
設
備
さ
ん
。
そ
こ

か
ら
の
提
案
内
容
は
、
ウ

ス
の
直
径
よ
り
少
し
大

き
な
ス
テ
ン
レ
ス
製
の

円
柱
を
ウ
ス
の
上
に
置

き
、
こ
の
円
柱
の
内
部
に

は
広
が
っ
て
く
る
石
や

粉
を
押
し
戻
す
た
め
の

掻
き
板
が
固
定
し
て
あ

る
の
で
、
こ
の
円
柱
を
定

期
的
に
回
転
さ
せ
る
こ

と
で
陶
石
を
真
ん
中
に

戻
す
と
い
う
も
の
で
し

た
。
 

円
柱
を
動
か
す
の
に

は
油
圧
を
使
っ
て
い
ま

し
た
。
５
ｍ
近
く
あ
る
ラ

チ
ェ
ッ
ト
式
の
ラ
ッ
ク

ギ
ヤ
に
は
、
押
す
と
き
に

は
固
定
さ
れ
、
戻
る
と
き

に
は
引
っ
込
む
爪
が
付

い
て
い
て
、
ウ
ス
４
つ
分

を
１
本
の
長
い
ギ
ヤ
が

受
け
持
ち
、
押
し
て
は
戻

る
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、

円
柱
を
動
か
す
と
い
う

や
り
方
で
し
た
。
 

と
こ
ろ
が
こ
の
方
式
、

ギ
ヤ
の
爪
の
摩
耗
が
早

く
、
ま
と
も
に
運
転
で
き

る
の
は
少
し
の
間
で
、
す

り
、
人
力
で
行
う
よ
り
は

は
る
か
に
ラ
ク
に
な
っ

た
の
で
す
。
 

そ
の
後
ど
の
く
ら
い

経
っ
て
か
ら
で
し
ょ
う

か
、
こ
れ
を
見
た
地
元
の

牧
野
鉄
工
（
 現
マ
キ
ノ
）

さ
ん
が
、
わ
が
社
の
も
の

を
参
考
に
し
て
故
障
の

少
な
い
方
式
を
考
案
。
そ

の
機
械
を
同
業
他
社
さ

ん
へ
販
売
開
始
す
る
と
、

多
く
の
陶
土
業
者
が
購

入
し
、
は
わ
き
込
む
作
業

が
人
手
か
ら
機
械
へ
と

変
わ
り
、
ど
こ
の
作
業
者

の
負
担
も
軽
減
さ
れ
て

い
っ
た
の
で
す
。
 

後
に
わ
が
社
も
マ
キ

ノ
製
を
導
入
し
て
い
き

ま
す
。
 

ぐ
に
爪
が
す
り
減
っ
て

し
ま
い
、
円
柱
を
動
か
せ

な
い
状
態
に
陥
る
の
で

す
。
そ
う
な
る
と
陶
石
を

真
ん
中
に
押
し
戻
せ
ず
、

上
手
く
粉
が
で
き
ま
せ

ん
。
な
の
で
、
頻
繁
に
爪

を
交
換
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
 

と
は
い
え
、
よ
う
や
く

は
わ
き
込
む
作
業
が
機

械
で
出
来
る
よ
う
に
な

(※１) 今何時だと 
思ってるんだ！ 
このバカ者が！！ 

(※２) こんなこと
したら、もう怒れ
ないじゃん！ 

なんだかんだ 
仲良しです！(笑) 

↑ 分かりづらいですが、 
掻きベラが粉を押して 
真ん中に寄せています。 

↑ この地域で大ヒット！ 
現在も使用中の 
マキノ製の機械。 
掻きベラだけを 
モーターで動かします。 
円柱は動きません。 

↑ 昔の機械がない頃の 

ウスはこんな感じ 
モーター 


